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1 はじめに
近年，WWW の普及により，様々な新しい情報が

WWW上から入手できるようになっている．しかし，
ユーザがWebページを閲覧中に知らない語句に直面
することも多々ある．知らない語句の語意をWeb上の
辞書を用いて調べる際に，知りたい語句が登録されて
いる辞書を知らなければ，ユーザは語意を調べること
ができない．

Web上の辞書を用いて語意を調べる際のユーザの
作業負担を軽減するシステムとして，Web上の辞書の
メタ検索システム（メタ辞書）が存在する [1]．現在で
は，WWW上で有料サービスとして様々なサイトでメ
タ辞書が公開されている [2][3]．しかし，既存のメタ辞
書では，検索語句がWeb上の辞書に存在するかを調べ
る段階に留まり，Web上の辞書の閲覧性までは考慮さ
れていない．英和など文字数の多い語意では，１つの
辞書の検索結果に目を通すだけでもユーザの負担は大
きい．また，辞書毎に記述方法に違いがあるため，ユー
ザは辞書に対する知識も必要である．ユーザに辞書知
識がなくとも簡単に検索結果を閲覧でき，辞書毎の記
述の違いを一覧できる表示方法は，ユーザにとって有
用だと考えられる．
そこで，本論文では，Webブラウザ上で選択した

語句に対して，Web上の辞書構造を利用し統合した語
意を，即座にポップアップ表示するメタ辞書を提案す
る．本システムでは，Webブラウザ上で選択した語句
を検索語句とし，Web上の辞書を用いたメタ検索を自
動で行う．そして，Web上の辞書から抽出した検索結
果を統合してユーザに提示する．

2 Web上の辞書構造を利用したメタ辞書の
概要

Web上の辞書は，要素（英和辞書：品詞，意味，用
例，成句）が決まったタグ構造で表記されているとい
う特徴を持つ．本論文における辞書構造とは，Web上
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図 1: システムの実行例（太枠：ポップアップ）

の辞書の HTML文書におけるタグ構造を指す．本シ
ステムでは，辞書毎に辞書構造を利用したラッパーを
生成し，要素単位で語意を取得することにより，語意
の統合を図る．
本システムは，既存のWebブラウザ上で動作する．

図 1では，ユーザがWebブラウザ上で選択した語句
「smile」に対して，語意がポップアップ表示されている．
ポップアップでは，辞書構造を利用し統合した語意が
表示される．ポップアップを用いる利点は，JavaScript
を組込んだHTML文書を利用できる点，およびユーザ
の好みの大きさで表示できる点である．本システムで
は，フレーム表示，畳み込み表示，およびツールチッ
プ表示を用いることにより，コンパクトで閲覧効率を
向上した表示を実現している．
本システムにおけるユーザの操作を以下に示す．

1. 本システムを起動させ，Webブラウザに対して本
システムのプロキシを用いる設定をする

2. Webブラウザ上で閲覧中のWebページにおいて，
調べたい語句を選択し Ctl＋クリック（右クリッ
ク）する

3. 自動的にWeb上の辞書から語意が検索され，検索
語句が存在した辞書の結果を統合した語意がポッ
プアップ表示される

3 エージェントに基づく実装
図 2 に本システムの構成図を示す．本システムは，

Proxyエージェント，Wrapperエージェント，および
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図 2: システム構成図

Brokerエージェントの３つのエージェントで構成され
る．本システムの実装について，エージェントの働き
と合わせて以下で述べる．
3.1 ProxyエージェントによるHTML文書編集

Proxyエージェントでは，ユーザがリクエストした
URLのWebページの HTML文書に JavaScriptを組
込み，新たな HTML文書を作成しユーザに提示する．
ユーザに提示するHTML文書を編集することで，Web
ブラウザ上からの語句抽出，および語意のポップアッ
プ表示を可能とする．Webブラウザ上で選択された語
句は，検索語句として Brokerエージェントに送信さ
れ，Web上の辞書を用いて語意検索される．そして，
検索結果を Brokerエージェントから受信した時点で，
語意のポップアップ表示を行う．
3.2 Wrapperエージェントによる語意抽出

Wrapper エージェントでは，Web 上の辞書から語
意となる要素抽出を行い，抽出された要素を用いて
HTML文書を作成する．まず，Brokerエージェントか
ら受信した検索語句が存在するかを判断する．検索語
句が存在するかの判断は，検索型の辞書では実際にク
エリを送信し，他の辞書では，検索語句が存在するで
あろうページを推定して行う．検索語句が存在しない
場合，「Not Found」を検索結果とし，検索語句が存在
する場合，Web上の辞書のタグ構造を利用し，検索結
果の表示がされているWebページのHTML文書から
要素記述部分を抽出する．そして，予め作成されてい
るテンプレートに要素記述を挿入し，ユーザへ提示す
るための HTML文書を作成し検索結果とする．検索
結果は Brokerエージェントに送信される．
3.3 Brokerエージェントによる検索結果統合

Brokerエージェントでは，検索結果の統合を行う．
まず．Proxyエージェントから送信された検索語句を

基に，Wrapperエージェントを統括して，Web上の辞
書から検索結果を収集する．検索結果をすべて受信し
た時点で，検索語句が存在しなかった辞書の検索結果
の削除を行う．そして，検索結果を辞書分野毎に統合
する．統合された検索結果を参照するリンクリストを
作成し，表示用HTML文書に記述する．また，参照先
ののファイルとして，検索結果である HTML文書を
ファイルに保存する．作成された表示用 HTML文書
は，Proxyエージェントに送信され，ユーザへポップ
アップ表示される．

4 本システムの特徴
本システムでは，i)Webブラウザ上でメタ辞書が利

用できる，ii)Web上の辞書構造を利用し統合された語
意が表示される，の２点が主な特徴である．既存のメ
タ辞書では，Web上の辞書へのアクセスは不要となっ
たが，辞書引きをするたびにメタ辞書システムへアク
セスする必要があり，ユーザの作業軽減として十分で
ないと考える．また，Web上の辞書に検索語句が存在
するかの判断に留まり，辞書の記述をそのまま引用す
るため，ユーザは登録されているすべての辞書に対す
る知識が必要になる．本システムでは，Webブラウザ
上で選択した語句を検索語句としてメタ検索を行うた
め，辞書引きにおけるユーザの作業は，調べたい語句
を選択するだけである．また，辞書構造を利用して記
述方法を統一することで，ユーザに必要な辞書知識を
軽減した．そして，Javascriptを用いて統合した語意
をポップアップ表示することにより，コンパクトな語
意表示を可能とした．
以上の点から，本システムは，既存のメタ辞書に比

べ閲覧効率が向上し，ユーザの辞書引きにおける作業
負担を軽減したシステムであると考えられる．

5 おわりに
本論文では，Web上の辞書構造を利用したメタ辞書

を提案し，本システムの仕様と特徴を示し，有用性を
示した．今後の課題として，WebブラウザやOSの違
いによる JavaScriptの挙動の違いへの対応が必要であ
る．また，ユーザによって必要な辞書は異なるため，容
易に辞書を追加できる実装を行う必要がある．
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